
 

第４章 分野別行動計画 

ア． 栄養・食生活 

栄養や食生活についての正しい知識をもち、正しい食生活を実践していくことは、人々が健やかでこころ

豊かに生きていくために欠かせないものです。また、歯と口の健康を保ち、自分の歯でしっかりと噛んで食

事を味わうことで、食生活の充実や肥満などの予防にもつながります。 

しかし、近年社会環境が変化し、ライフスタイルや価値観の多様化によって、私たちの生活環境が大きく

変化し続けており、食の大切さに対する意識が希薄となり、様々な課題がみられるようになりました。 

本市においては、市民が食生活を通じて健康でこころ豊かな人間性を育むことができるよう、本計画に

「岩出市食育推進計画」を含めて、望ましい食行動の実践と歯と口の健康の保持を栄養・食生活分野におけ

る目標とします。 

【目標１】 １日３食バランスよく食べる 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

朝食を毎日食べ、１日３食（朝食・昼食・夕食）しっかり食べます ● ● ● ● ● 

主食・主菜・副菜のそろったバランスのよい食事をとります ● ● ● ● ● 

「早寝・早起き・朝ごはん」を実践します ● ● ● ● ● 

野菜を毎日食べます ● ● ● ● ● 

塩分のとり過ぎに気をつけます ● ● ● ● ● 

自分の適正体重を知り、維持します ● ● ● ● ● 

糖分を含む甘いお菓子は控えめにします ● ● ● ● ● 

地産地消の旬の食品を選びます  ● ● ● ● 

食べ残しによる食品ロスを減らします ● ● ● ● ● 

できるだけ誰かと一緒に食べるようにします ● ● ● ● ● 

岩出市の郷土料理を家庭で食べるようにします ● ● ● ● ● 

  



 

【地域の取組】 

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

生活習慣病予防などの講話・調理実習を行います 食生活改善推進協 

議会 
 ● ● ● ● 

食育について、親子を対象にした講話・調理実習を行い

ます 
食生活改善推進協 

議会 
● ● ●   

フレイル予防食の料理教室を開催します 食生活改善推進協 

議会 
    ● 

ふれあいまつりなど、地域のイベントを通し、食事の大
切さや栄養バランスのとれた食事に関する知識の普
及・啓発を行います 

食生活改善推進協 

議会 ● ●    

ライフステージに合った食生活を実践する為の呼びか
けを行います 
思春期：バランスの良い食生活、スポーツ栄養の話 
青年期・壮年期：メタボ予防を意識した食生活 
高齢期：フレイル予防を意識した食生活 

和歌山県栄養士会 

 ● ● ● ● 

郷土料理の調理実習やみそづくり伝承塾など、郷土の
伝統料理に親しむ活動を実施します 

岩出市生活研究グ

ループ協議会 
 ● ● ● ● 

  



 

 
【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

保健師、管理栄養士、薬剤師、健康運動
指導士などを講師に迎え、生活習慣病
についての理解を深め、予防に役立つ
運動実技や食生活、薬との付き合い方
などについて学習できる体験型の教室
を年３回シリーズで実施します 

生活習慣病予防

教室 

保険介護課 

（国保関係） 

  ● ● ● 

広報紙やホームページなどを通じて
朝食を毎日食べることや野菜を毎日
食べることなどの大切さや必要性を
発信します 

ー 

保険介護課 

（健康推進係） ● ● ● ● ● 

健診を通じて、適正体重に関する情報
提供を行います ー 

保険介護課 

（健康推進係） 
  ● ● ● 

・食育の促進を行います 
菜園活動（ねごろ大唐・ミニトマトなど）
クッキング（収穫野菜を使って）、食育
遊び （食育カルタ・食べ物絵合わせ・
エプロンシアター・箸遊びなど）、魚の
解体ショー、行事食の提供 
・食を通じた地域交流（食育紙芝居・い 
もほり・いちご狩り体験）                            

・栄養士・調理師による献立会・研修会

参加 
・保育所において、栄養士や調理師と連 
携し、食に関する知識の普及・啓発を行
います。 

保育所における
食育の推進 
 「生きた体験学
習」 

 

子ども家庭課 

（子育て支援

係） 

●     

子どもが正しい食生活を実践できる 
よう、乳幼児健診などの保護者と関わ 
る機会を活用し、食に関する正しい知 
識と実践方法の普及・啓発を行います 

ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 
●  ● ●  

乳児の離乳食の進め方、食生活に関 
する知識の普及を行います 

離乳食教室 こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

●  ●   

関係団体と連携し食育を推進します ー 産業振興課 ● ● ● ● ● 

学校において、栄養教諭や家庭科教諭 
と連携し、給食だよりの配布や個別の 
保健指導を通じて食に関する知識の普 
及・啓発を行います 

ー 

教育総務課 

 ●    

 

  



 

 

 

※ ロイロノート 

授業中にインターネットを通して生徒同士が情報共有をしながら学習を行うためのシステムです。一人ひと

りの生徒がパソコンやタブレットを持ち、そこに示された課題に個人やグループで取り組み、その結果を提

出します。 

 

 

  

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

・朝食アンケートを実施します 
・朝食の役割について、給食センター
の栄養士が指導します 

ー 

教育総務課 

 ●    

給食委員会が中心となり残食を減ら 
す取組をします 

ー 
教育総務課 

 ●    

・各校の給食時間に巡回します 
・全校放送、児童・生徒への食に関する
指導、教職員と喫食状況の情報共有
など・ロイロノート※による給食の情
報を発信（毎日）します 

給食時間におけ
る指導 

教育総務課 

 ●    

学校給食及び食育・地場産物の活用な
どについての講話を行います 

給食試食会 教育総務課 
  ● ● ● 

各学年に応じた食育の推進及び学級
担任などが指導できる資料などの提
供を行います 

食育授業 教育総務課 

 ●    



 

 

【目標２】 歯と口の健康を保つ 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

歯と口の健康を保つことの重要性を知ります ● ● ● ● ● 

食後に歯磨きを行います ● ● ● ● ● 

定期的に歯科検診・健診を受けます ● ● ● ● ● 

子どもには仕上げ磨きを行います ●     

よく噛んで、食べます ● ● ● ● ● 

正しい歯みがきの仕方を身につけ、むし歯を防ぎます ● ● ● ● ● 

オーラルフレイル予防のため、口の体操をします     ● 

 

【地域の取組】 

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

岩出げんき体操自主グループ活動において、口の体操
に取り組みフレイル予防に努めます 

介護予防の自主 

活動グループ 
    ● 

ふれあいまつりなど、地域のイベントを通し、歯磨きの
大切さの普及・啓発を行います 

那賀歯科医師会  ● ● ● ● 

  



 

【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

歯と口の健康に関する正しい知識や
健康を保つための方法の普及・啓発
を行います ー 

保険介護課 

（健康推進係） 

（後期高齢者医

療担当） 

 

  ● ● ● 

・県内の歯科診療所にて、歯周疾患検
診を実施します 
・対象者：今年度中に４０、50、60、
70歳になる方 

歯周疾患検診 保険介護課 

（健康推進係） 
   ● ● 

オーラルフレイル予防などを通じて、
高齢になっても歯と口の健康を保て
るように普及・啓発を行います ー 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 

（後期高齢者医

療担当） 

    ● 

和歌山県後期高齢者広域連合が実施
する歯科健康診査の受診率向上に努
めます 

歯科健康診査 保険介護課 

（後期高齢者医

療担当） 

    ● 

・介護予防の取組を通した住民主体
の集いの場づくりを支援します 
・歯科衛生士によるオーラルフレイル
予防の講話、健口体操の指導、理学
療法士による運動指導、管理栄養士
による栄養指導を実施します 

岩出げんき体
操応援講座 
（屋内版） 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター）     ● 

１歳８か月児健康診査と３歳６か月児
健康診査時に歯科健診を行います 

幼児歯科健診 こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

●     

歯の健康について（歯磨きの正しい 
方法、おやつの食べ方、歯並びについ 
て）保護者に指導します 

ブラッシング 
指導 
（２歳６か月児 
健康相談） 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 
●  ●   

学校において、給食後の歯磨きタイム 
などを実施します 

ー 
教育総務課 

 ●    

 

 

 

  



 

 

 

※より高い数値を目指します 

※より低い数値を目指します 

 

  

項目 現状値 
2035年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

朝食をほぼ毎日食べている人の割合 

年少児 ９１．４％ 9６．0％ 

現状値と１００％ 

の中間値 

小学生 ８４．２％ 92．０％ 

中学生 ７１．６％ 86．０％ 

成人 ８２．３％ ９１．０％ 

３食（朝食・昼食・夕食）をほぼ毎日食べている人

の割合 

小学生 ７７．９％ ８９．０％ 

現状値と１００％ 

の中間値 
中学生 ６８．８％ ８４．０％ 

成人 ７４．９％ ８７．０％ 

毎日野菜を食べている人の割合 

年少児 ６８．９％ ８３．０％ 

2023年度の目標

値と同様 

小学生 ６９．５％ ８３．０％ 

中学生 ６４．５％ ７２．０％ 

成人 ６１．６％ ７５．０％ 

食事の際、栄養のバランスに気をつけている人の割合 ３５．４％ ５０．０％ 
食育推進基本計画 

（第４次）より 

定期的に歯科検診を受けている※人の割合 

※過去１年間に歯科検診を受けた 
５７．５％ ６５．０％ 

2023年度の目標

値と同様 

仕上げ磨きをほぼ毎日している※人の割合（年少児） 
※「毎日している」、「ほぼ毎日している」の合計 

９２．７％ ９６．０％ 
現状値と１００％ 

の中間値 

３歳児でむし歯のない子どもの割合 ９２．３％ ９６．０％ 
現状値と１００％ 

の中間値 

項目 現状値 
2035年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

１２歳児の１人平均むし歯数 １．０本 ０．７本 
学校保健統計調査よ

り 

数値目標 



 

イ． 身体活動・運動 

定期的な運動や身体活動は、生活習慣病の発症予防や高齢期の身体機能の低下予防につながるととも

に、ストレスの軽減によるこころの健康の保持や生活の質（QOL）の向上とも関連があり、健康的な生活を

送る上では欠かせない要素です。 

 本市では、子どもから高齢者まで様々な年代の人が、心身の健康や生活の質を向上させることができる

よう、運動の必要性や運動習慣の継続で得られる効果、楽しさなどの啓発に努めるとともに、日常生活の

中でできるだけ身体活動を増やし、継続して取り組んでいくことを身体活動・運動分野における目標としま 

す。 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組(市内小中学校含む)】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

日常生活の中で、意識的に身体を動かします ● ● ● ● ● 

今より 10分多く身体を動かします   ● ● ● 

週２回以上、１回 30分以上の運動を実践・継続します   ● ● ● 

家族や友人と誘い合って、運動に関するイベントなどに積極的に参加します ● ● ● ● ● 

地域行事やボランティア活動に積極的に参加します ● ● ● ● ● 

 

  

【目標１】 日頃から意識的に身体を動かす 



 

【地域の取組】 

 

 

 

          

 

 

 

  

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

「いわで交流マップ」などを活用し、高齢者に地域の活
動への参加を推進します 

いわで支えあい

協議体 
    ● 

岩出げんき体操やシニアエクササイズなど、地域で積極
的に介護予防の運動に取り組みます 

介護予防の自主

活動グループ 
    ● 

健康ウォーキングを年３回実施します 岩出市老人クラ

ブ連合会 
    ● 

いわで交流マップ 岩出げんき体操 



 

【市が実施する取組(市内小中学校含む】 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（６
歳
か
ら
１
９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

保健師、管理栄養士、薬剤師、健康運
動指導士などを講師に迎え、生活習慣
病についての理解を深め、予防に役立
つ運動実技や食生活、薬との付き合い
方などについて学習できる体験型の
教室を年３回シリーズで実施します 

生活習慣病予防 
教室 

保険介護課 

（国保関係） 

  ● ● ● 

市民自らが健康づくりに興味を持つこ
とにより、生活習慣病予防・介護予防
のための健康づくりに対する意識を
広く普及することを目的に、市民自ら
が行う健康づくりの取組にポイントを
を付与する「健康ポイント事業」を実施
します 

健康ポイント事
業 

保険介護課 

（国保関係） 

  ● ● ● 

シニアエクササイズ教室を卒業した方
が地域で自主的に運動を継続してい
けるよう、体力測定や運動指導などの
支援を行います 

シニアエクササ
イズ自主グルー
プフォローアッ
プ事業 

保険介護課 

（高齢者福祉 

担当） 
    ● 

運動の必要性について普及・啓発を行
います 

ー 

保険介護課 
（健康推進係） 
（地域包括支援 
センター） 
生涯学習課 

● ● ● ● ● 

市が行っている各種運動教室や運動
に関するイベントの PRを広報紙など
を通じて行います ー 

保険介護課 
（健康推進係） 
（地域包括支援 
センター） 
生涯学習課 

● ● ● ● ● 

・高齢者の体力低下やフレイルを予防
するため、体成分分析装置を用い、
体の部位別筋肉量などを測定し、自
らの体の状態を知ってもらいます 
・筋力のバランスに応じた体操の指導
を行い、運動の必要性を感じてもら
います 

フレイル予防測
定会 

保険介護課 

（後期高齢者医

療担当） 
    ● 

フレイル予防や、身体活動・運動に関
する知識の普及・啓発を行います 

ー 

保険介護課 
（後期高齢者医
療担当） 
（地域包括支援 
センター） 

  ● ● ● 

介護予防に関する講演会を実施しま
す 

介護予防講演会 保険介護課 

（地域包括支援

センター） 

    ● 

  



 

 

  

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

・運動機能向上を目的に家庭でできる
筋力トレーニングの実践方法や踏み
台ステップ運動などを指導します 
・教室終了後は自主グループ立ち上げ
や既存のグループへの参加を促しま
す 

シニアエクササ
イズ教室（運動
機能向上教室） 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 
    ● 

・介護予防の取組を通した住民主体の
集いの場づくりを支援します 
・＜屋内版＞理学療法士による運動指
導と歯科衛生士による口腔衛生指
導、管理栄養士による栄養指導を４
回実施します 
・＜屋外版＞包括支援センター職員に
よる運動指導（あおぞら運動、シニ
ア、さくっと運動）を１グループにつ
き１回実施します 

岩出げんき体操
応援講座（屋内・
屋外版） 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 

    ● 

岩出げんき体操自主グループに年１回 
体力測定と運動指導などの自主活動
支援を行います 

岩出げんき体操
自主フォローア
ップ事業 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 

    ● 

参加者自身の筋力アップと通いの場 
づくりのリーダーを養成します 

岩出げんき体操
サポーター養成
研修 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 

    ● 

・日々の遊びの中に運動を取り入れ 
ます 
・遊具の点検と配置を実施します 
・運動時間と場所を確保します 

保育所における
運動環境の整備            
「体力づくりと
安全管理」 

子ども家庭課 

（子育て支援

係） 
●     



 

 

  

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

学校において、子どもの運動時間の確
保に努めます ー 

教育総務課 

岩出市内小中

学校養護教諭 

 ●    

学校などと連携し、児童・生徒が運動
できる機会の充実を図ります ー 

教育総務課 

岩出市内小中

学校養護教諭 

 ●    

陸上競技活動を通じて児童の心身の
健全育成を図ります 

いわでアスリー
トクラブ事業 

教育総務課 
 ●    

すき間時間で取り組めるようなストレ
ッチや体操の情報や機会提供の充実
を図ります 

ー 

生涯学習課 

 ● ● ● ● ● 

スポーツ推進委員によるスポーツイベ
ントの実施やニュースポーツの体験会
などを通じて、運動のきっかけづくり
や運動機会の提供に努めます 

ー 

生涯学習課 

● ● ● ● ● 

市民に安全かつ快適に施設を利用し
てもらい、気軽にスポーツ・レクリエー
ション活動を楽しむとともに、健康づ
くりや交流を深めるための場を提供し
ます 

スポーツ施設運
営事業 
（フリー開放等） 

生涯学習課 

● ● ● ● ● 

スポーツ少年団の普及と育成及び活
動の活発化を図り、青少年の心身の健
全な育成に努めます 

スポーツ少年団
等助成事業 

生涯学習課 

 ● ● ●  

スポーツを通じて心身の健康づくり、
人と人のコミュニティづくりの構築を
図ります 

体育協会等助成
事業 

生涯学習課 

 ● ● ● ● 

市民及び参加者に、健康・体力づくり
をするための生涯スポーツの普及と
振興を推進するとともに、マラソン大
会を開催することにより、岩出市を広
く内外にアピールします 

マラソン大会事
業 

生涯学習課 

 ● ● ● ● 

スポーツの楽しさを伝えるとともに、
健康など体力の増進を図ります（親子
体操教室、エアロビクス教室、ヨガ教
室、ヘルスアップ教室、ウォーキング教
室） 

スポーツ教室 
事業 

生涯学習課 

●  ● ● ● 



 

 

  

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

幼児から高齢者までの全ての市民が
一堂に会し、スポーツ・レクリエーショ
ン活動に親しみ、市民相互の親睦とス
ポーツを通しての健康・体力づくりを
行う動機づけを図るとともに、市民の
交流を深めることを目的として開催し
ます 

市民運動会事業 生涯学習課 

● ● ● ● ● 



 

 

 

※より高い数値を目指します 

  

項目 現状値 
2035年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

日頃から日常生活の中で意識的に身体

を動かしている※人の割合 
※「いつもしている」、「ときどきしている」の

割合の合計 

１８～６４歳男性 ４７．２％ ６３．０％ 厚生労働省 

保健福祉健康動向調

査より １８～６４歳女性 ５０．０％ ６３．０％ 

６５歳以上男性 ７５．５％ ８０．０％ 

厚生労働省 

保健福祉健康動向調

査から１０パーセント

増加 

６５歳以上女性 ６３．６％ ７０．０％ 

厚生労働省 

保健福祉健康動向調

査より 

運動習慣者※の割合 
※１回３０分以上の運動を週２回以上、１年以

上行っている人 

１８～６４歳男性 １４．１％ ３０．０％ 

厚生労働省 

健康日本２１（第三次） 

より 

１８～６４歳女性 １４．８％ ３０．０％ 

６５歳以上男性 ４４．１％ ５０．０％ 

６５歳以上女性 ３０．６％ ５０．０％ 

１日の歩数が６，０００歩以上の人の割合 

１８～６４歳男性 ３８．７％ ４９．０％ 

現状値から１０パーセ

ント増加 

１８～６４歳女性 ３５．８％ ４６．０％ 

６５歳以上男性 ２４．５％ ３５．０％ 

６５歳以上女性 20．7％ ３１．０％ 

岩出げんき体操自主グループ数 ３０団体 ３５団体 
保険介護課による設

定値 

シニアエクササイズ自主グループ数 １９団体 ２０団体 
保険介護課による設

定値 

数値目標 



 

ウ． 休養・こころの健康づくり 

健康で豊かな生活のためには、身体の健康だけでなく、こころの健康を保ち、身体もこころも健康である

ことが重要です。近年、ストレスが原因で起きる病気が社会問題になっています。こころの健康づくりのた

めには、十分な睡眠や休養をとることやこころの健康についての理解を深め、ストレスと上手に付き合って

いくことが大切です。 

 本市では、市民一人ひとりがストレスと上手くつきあい、こころの健康を保つことができるよう、十分な

質・量の睡眠・休養をとること、こころの健康についての理解を深めることを休養・こころの健康づくり分野

における目標とします。 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

質・量ともに十分な睡眠・休養をとります ● ● ● ● ● 

寝る前は、スマートフォンなどの電子機器に触る時間を減らします ● ● ● ● ● 

【地域の取組】 

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

地域のイベントなどを通じて、睡眠・休養とこころの健康
の関連性についての啓発や、正しい生活リズムの普及・啓
発を行います 

保険介護課 

（健康推進係） ● ● ● ● ● 

 

【目標１】 十分な睡眠・休養をとる 



 

【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

 

  

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

睡眠・休養とこころの健康の関連性に
ついての啓発や睡眠の質の向上、適
切な睡眠時間についての情報提供を
行います 

ー 

保険介護課 

（健康推進係） 
● ● ● ● ● 

睡眠障害の原因にもなる睡眠時無呼
吸症候群などの疾病に関する知識の
普及・啓発を行います 

ー 

保険介護課 

（健康推進係）   ● ● ● 

子どもが十分な睡眠・休養がとれるよ
う、指導を実施したり、クラブ活動の
時間を配分したりします 

ー 

教育総務課 

岩出市内小中

学校養護教諭 

 ●    



 

 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

自分なりのストレス解消方法を見つけ、実践します  ● ● ● ● 

ストレス解消のために過度な飲酒や喫煙、過食、薬物乱用に走らないようにし
ます 

  ● ● ● 

自分自身のこころの不調のサインに気づき、家族や周囲の人に伝えるようにし
ます 

 ● ● ● ● 

自分の趣味や生きがい、居場所をつくります  ● ● ● ● 

悩みがある時は家族や周囲の人や相談窓口・相談機関に相談します  ● ● ● ● 

家族や周囲の人の悩みに気づき、相談や必要な支援につなげます  ● ● ● ● 

 

【地域の取組】 

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

地域で気軽に声をかけ合うなど、日頃から周囲の人と交
流し、悩みを話しやすい場をつくります 

ー  ● ● ● ● 

周囲に悩みを抱えている人がいたら、声をかけ、話を聞
き、必要な支援につなげます 

ー  ● ● ● ● 

高齢者の孤立化、閉じこもりなどを防止するため、住民主
体の交流の場づくりに取り組みます 

ー   ● ● ● 

  

【目標２】 こころの健康についての理解を深める 



 

【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

ストレスやこころの健康、うつ病など
に関する正しい知識の啓発を行いま
す 

ー 
社会福祉課 

 ● ● ● ● 

生活困窮者、ひきこもり相談や自殺防
止対策として、様々な相談窓口を一覧
にした冊子を作成し、市役所や公共機
関窓口に設置します 

「生きる支援相
談窓口一覧」 
配布 

社会福祉課 

 ● ● ● ● 

夏休みなど長期休暇明けに児童生徒
の心が不安定になることが懸念され
ることから、自殺対策の一環として、
小・中学校の児童生徒及びその保護者
に対し夏休み前に各種相談窓口を掲
載した啓発チラシを配布します 

小中学生向け啓
発チラシ「みん
なの電話相談」
配布 

社会福祉課 

 ● ● ●  

悩んでいる人に寄り添い、関わりを通
して「孤立・孤独」を防ぎ支援すること
が重要であるため、毎年対象を変えな
がら開催します 

ゲートキーパー
養成研修開催 

社会福祉課 

 ● ● ● ● 

自殺対策計画の策定、自殺について
の実態の把握に関すること、その他自
殺対策の推進に関することを協議、情
報交換など、連絡調整します 

自殺対策連絡協
議会運営 

社会福祉課 

● ● ● ● ● 

周囲の人とのつながりや仲間づくり、
居場所づくりなど、地域での交流機会
を設けます 

ー 
社会福祉課 
保険介護課 
（健康推進係） 

 ● ● ● ● 

高齢者の孤立化、閉じこもりなどを防
止するため、気軽に集うことができる
場を提供します 

高齢者交流事業 保険介護課 
（高齢者福祉 
担当） 

    ● 

こころの健康や人権に関する相談を
はじめ、様々な立場にある人の相談窓
口・相談機関の周知を行い、悩みごと
をすぐに相談できるよう支援します 

ー 

社会福祉課 
保険介護課 
(健康推進係） 
教育総務課 

 ● ● ● ● 

児童生徒へのカウンセリング、カウン
セリングなどに関する教職員及び保護
者に対する助言・援助を行います 

スクールカウン
セラー事業 

教育総務課 
 ● ● ●  

学校において、カウンセリングや相談
活動、関係機関と連携した取組を行い
ます 

ー 
教育総務課 

  ●    

健康で生きがいのある有意義な人生
を送るため、積極的に学びたいと願っ
ている方が、一堂に会して、心の交流
を深めながら楽しい学習活動と社会
参加を進めます 

ふれあい学級 生涯学習課 

  

 

● ● 



 

 

 

 

※より高い数値を目指します 

 

※より低い数値を目指します 

  

項目 現状値 
２０３５年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

ストレスをうまく解消できている※人の割

合 

※「解消できている」、「解消できていることが

多い」の合計 

１８～６４歳 ４８．７％ ５８．０％ 

現状値から２割増加 

６５歳以上 ５５．１％ ６６．０％ 

自分の悩みやストレスの相談先がある人

の割合 

１８～６４歳 ７４．６％ ９０．０％ 厚生労働省 

メンタルヘルス対策 

より ６５歳以上 ５４．８％ ９０．０％ 

項目 現状値 
２０３５年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

平日に睡眠で休養が十分にとれていない
※人の割合 

※「あまりとれていない」、「全くとれていな

い」の合計 

１８～６４歳 ３２．９％ １５．０％ 
第三次和歌山県健康

増進計画より 
６５歳以上 １９．５％ １５．０％ 

不満、悩み、苦労、ストレスなどがある※

人の割合 

※「大いにあった」、「多少あった」の合計 

１８～６４歳 ７２．１％ ６２．０％ 
２０２３年度の目標値

と同様 
６５歳以上 ５１．３％ ４０．０％ 

数値目標 



 

エ． 親子の健康 

子どもの健やかな成長には、親子に対する切れ目ない支援と、子どもの健やかな成長を見守る地域・環

境づくりへの子どもと親の両方に対する取組が重要となります。 

 本市では、子どもの健やかな育ちのため、地域全体で子育てを支えることや親と子の健康的な生活の実

践を親子の健康分野における目標とします。 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

妊娠・出産、子育ての悩みや不安は家族や周囲に相談します ● ● ● ●  

子育てを一人で抱え込まないようにします ● ● ● ●  

子育てに関する関係機関や地域団体の活動に積極的に参加し、地域や仲間と
のつながりをもちます 

● ● ● ●  

 

【地域の取組】 

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

子育て世代同士の交流の場だけでなく、世代を超えた交
流の場を設けます 

子ども家庭課 

（子育て支援係） 
● ● ● ● ● 

母子保健推進員により、安心して子育てができるような
支援を実施するとともに、子育ての悩みなどは必要な場
合に相談機関や保健師につなげます 

母子保健推進員会 

● ● ● ●  

  

【目標１】安心して妊娠・出産、子育てができるよう、地域みんなで子育てを支える 



 

【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

地域子育て支援センターなどの関係
機関と連携し、子育て支援に関する
情報を提供します 

ー 
子ども家庭課 

（子育て支援係） ● ● ● ●  

児童相談所や学校などの関係機関と
連携し、児童虐待の防止に努めます ー 

こども家庭 

センター 

（家庭支援係） 

● ● ● ●  

妊娠期から子育て期の悩みや不安に
対する相談・支援体制を強化します ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

● ● ● ●  

助産師や保健師による乳幼児訪問指
導を継続して実施します ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

● ● ● ●  

子育て教室や親子教室などを継続し
て実施し、育児不安の解消や子育て
の仲間づくりなどを支援します 

ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

● ● ● ●  

育児不安を抱えているなど支援・介
入が必要な家庭を早急に把握し、支
援を行えるよう体制を整備します 

ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

● ● ● ●  

＜健康相談＞ 
週 1回、乳幼児の発達・発育、育児に
ついての相談を実施します 
＜子育て教室、親子教室＞ 
月 2回、同じ月齢の子どもを持つ保
護者の交流や子どもとの関わり方、
遊び方を学び発達を促す目的で実施
します 

フォロー事業 
（健康相談、
子育て教室、
親子教室） 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

● ● ● ●  

マタニティブルーズや産後うつにつ
いての知識の普及・啓発を行います 

パパママ教室
A 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

● ● ● ●  

妊婦からの相談を受けたり、ママ同士
の交流をもつサポートを行います 

ここらてぃえ
（産前産後サ
ポート事業） 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 
● ● ● ●  

ハイリスク妊婦や要支援妊婦、産婦 
健診にてエジンバラ産後うつ病質問
票※が高い点数であった産婦につい
て、病院と連携し、早期に赤ちゃん訪
問を実施します 

産婦健診 
新生児全戸訪
問 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） ● ● ● ●  

  



 

 

 

  ※ エジンバラ産後うつ病質問票 

  産後うつ病に対するスクリーニング検査として開発された自己記入式の評価票です。 

  9点以上で産後うつ病の可能性が高いとされています。 

 

 

■岩出市子育てアプリ  ぎゅっとふる 

 

     App_store                       Google_Play                  PC・スマートフォン 

 

 

 

 

 

 

 

  

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

妊婦や子育て世代の市民を対象に医
療機関の情報や支援情報などを提供
するアプリ（多言語翻訳も可能）を普
及、啓発します  

岩出市子育て
アプリ「ぎゅっ
とふる」 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 
● ● ● ●  

・子どもとの関わり方や子育ての悩み
や不安を抱えている保護者に対し、
子どもとの関わり方などを学ぶため
のペアレントトレーニングを実施しま
す 
・保護者同士が悩みや不安を相談・共
有し、情報の交換ができる場を設け
ることにより、健全な親子関係の形
成を図ります 

前向き子育て
プログラム事業
「CSP」 

こども家庭 

センター 

（家庭支援係） 

● ● ● ●  



 

 

【目標２】 親子の健康づくりを意識し、健康的な生活を実践する 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

妊娠・授乳中の飲酒・喫煙はしません ●  ● ●  

妊婦健診・乳幼児健診を受診します ● ● ● ●  

親子で一緒に身体を動かしたり、各種教室に参加したりするなど、子どもとた
くさん遊び、親子でふれあいます 

● ● ● ●  

アウトメディア※に取り組みます ● ● ● ●  

子どもにいのちの大切さを伝えます ● ● ● ● ● 

子どもに２０歳未満の飲酒・喫煙や薬物が健康に与える影響について教えます ● ● ● ●  

だっこやスキンシップなどの親子のふれあいを大切にします ● ● ● ●  

※アウトメディア 

メディア（テレビ、DVD、ゲーム、パソコン、スマートフォン、携帯電話など）に触れる時間を減らし、その時

間を他の活動（家族との交流や外遊びなど）に使うようにする取組です。メディアを禁止するのではなく、

使う時間を自分でコントロールできるようにして、メディアとの上手な付き合い方を学ぶことを目的とし

ています。 

 

 

 

  



 

【地域の取組】 

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

親子で参加できるイベントを実施します 母子保健推進員会 ● ● ● ●  

メディアの与える影響について普及・啓発を行い、親
子でのアウトメディア※の取組を推進します 

教育総務課 
● ● ● ●  

学校において薬物乱用防止教室を開催します 那賀医師会 

那賀薬剤師会 
 ●    

 

【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

学校などと連携し、いのちの大切さ
について啓発を行います 

ー 

社会福祉課 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

 ●    

母子健康手帳交付時などに妊娠中
の飲酒・喫煙が胎児に及ぼす影響に
ついて啓発を行います 

ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

●  ● ●  

乳幼児健診の受診勧奨や子育て支
援事業などを通じて、親子の健康チ
ェックや健康的な生活に関する知識
の普及・啓発を行います 

ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 
●  ● ●  

学校などと連携し、飲酒・喫煙や薬物
が健康に与えるリスクについて啓発
を行います ー 

こども家庭 

センター 

（母子保健係） 

教育総務課 

生涯学習課 

 ●    

メディア利用の注意点などの情報提
供や学校などと連携したアウトメデ
ィア※の取組の推進を図ります 

ー 

教育総務課 

● ● ● ●  

  



 

 

 

※より高い数値を目指します 

項目 現状値 
２０３５年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

この地域で、今後も子育てをしていきたいと思

う親の割合 
９２.３％ ９５.０％ 

厚生労働省 

健やか親子２１(第２次) 

より 

乳幼児健康診査等の受診率 

４か月児健康診査 ９９.０％ ９９.５％ 

現状値と１００％の中間値 

７か月児健康診査 ９９.５％ ９９.８％ 

１０か月児健康相談 ９８.５％ ９９.３％ 

１歳８か月児健康診査 ９８.６％ ９９.３％ 

２歳６か月児健康相談 ９７.１％ ９８.６％ 

３歳６か月児健康診査 ９７.７％ ９８.９％ 

※より低い数値を目指します 

項目 現状値 
２０３５年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

育児に悩むことがある※人の割合 

※「悩むことが多い」、「悩むことがときどきある」の

合計 

７５.９％ ５９.０％ 
２０２３年度の目標値と 

同様 

妊娠中の飲酒率 

※「よくあった」、「たまにあった」の合計 
１.１％ ０.６％ 

現状値と０％の中間値 

妊娠中の喫煙率 

※「よくあった」、「たまにあった」の合計 
６.７％ ３.４％ 

２０歳未満の飲酒の経験がある １６.８％ ８.４％ 

２０歳未満の喫煙の経験がある ２.０％ １.０％ 

  

数値目標 



 

オ． 健康管理 

生涯を通じて、生き生きと健康に過ごすためには、一人ひとりが自身の健康に関心をもち、検診・健診の

受診を通して、自らの健康状態を把握し、健康管理をしていくことや正しい生活習慣を身につけ実践してい

くことが重要です。 

 本市では、がんや生活習慣病に関する正しい知識を身につけ、実践することを健康管理分野における目

標とします。 

【目標 1】 がんや生活習慣病に関する正しい知識を身につけ、実践する 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

がんや生活習慣病予防に関する正しい知識を身につけ、運動や食生活など自
身の生活習慣を見直し、改善します 

 ● ● ● ● 

喫煙をしない  ● ● ● ● 

受動喫煙が健康に与える影響を知り、受動喫煙を減らします  ● ● ● ● 

適量飲酒をし、休肝日を設けます   ● ● ● 

自治会やボランティア活動など地域のイベントに参加します ● ● ● ● ● 

かかりつけ薬局をもち、薬のことを相談できるようにします ● ● ● ● ● 

 

【地域の取組】 

  

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

ふれあいまつりなどのイベントや講演会を通じて、市民
の健康づくりに関する意識の向上を図ります 

保険介護課 

（健康推進係） 
● ● ● ● ● 

学校で喫煙防止教室を開催します 那賀医師会 

那賀薬剤師会 
 ●    



 

 

 

 

  

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

学校でアルコール、薬物防止教室を開催します 那賀医師会 

那賀薬剤師会 
 ●    

がんや生活習慣病に関する市民公開講座を開催します 那賀医師会   ● ● ● 

「薬の正しい使い方」の出前講座を行います 那賀薬剤師会 ● ● ● ● ● 



 

【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

保健師、管理栄養士、薬剤師、健康運動
指導士などを講師に迎え、生活習慣病
についての理解を深め、予防に役立つ
運動実技や食生活、薬との付き合い方
などについて学習できる体験型の教室
を年３回シリーズで実施します 

生活習慣病予防
教室 

保険介護課 
（国保関係） 

  ● ● ● 

シニアエクササイズ教室を卒業した方
が地域で自主的に運動を継続してい
けるよう、体力測定や運動指導などの
支援を行います 

シニアエクササ
イズ自主グルー
プフォローアッ
プ事業 

保険介護課 
（高齢者福祉
担当） 

    ● 

・高齢者の体力低下やフレイルを予防
するため、体成分分析装置を用い、
体の部位別筋肉量などを測定し、自
らの体の状態を知ってもらう 
・筋力のバランスに応じた体操の指導
を行い、運動の必要性を感じてもら
います 

フレイル予防測
定会 

保険介護課 
（後期高齢者
医療担当） 

    ● 

がんや生活習慣病予防などに関する
情報提供を広報紙などで行います 

ー 
保険介護課 

（健康推進係） 
 ● ● ● ● 

受動喫煙防止のため、分煙・防煙など
の必要性について啓発を行うととも
に、分煙・防煙などを推進します 

ー 

保険介護課 

（健康推進係）   ● ● ● 

禁煙を考えている人に向け、相談窓口
や禁煙外来の啓発に努めます 

ー 
保険介護課 

（健康推進係） 
  ● ● ● 

過度の飲酒が身体に及ぼす影響や適
量飲酒などについて、広報紙などで普
及・啓発を行います 

ー 

保険介護課 

（健康推進係）  ● ● ● ● 

喫煙や受動喫煙が健康に及ぼす影響
について、広報紙などで普及・啓発を
行い、禁煙の推進や受動喫煙の防止
に努めます 

ー 

保険介護課 

（健康推進係） 

教育総務課 

岩出市内小中

学校養護教諭 

 ● ● ● ● 

 

  



 

 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

・介護予防の取組を通した住民主体の
集いの場づくりを支援します 
・＜屋内版＞理学療法士による運動指
導と歯科衛生士による口腔衛生指
導、管理栄養士による栄養指導を 4
回実施します 
＜屋外版＞包括支援センター職員に
よる運動指導（あおぞら運動、シニ
ア、さくっと運動）を 1グループにつ
き 1回実施します 

岩出げんき体操
応援講座（屋内
版・屋外版） 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター）  

    ● 

岩出げんき体操自主グループに年１ 
回体力測定と運動指導などの自主活 
動支援を行います 

岩出げんき体操
自主グループフ
ォローアップ事
業 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 
    ● 

参加者自身の筋力アップと通いの場 
づくりのリーダーを養成します 

岩出げんき体操
サポーター養成
研修 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 
    ● 

・運動機能向上を目的に家庭でできる
筋力トレーニングの実践方法や踏み
台ステップ運動などを指導します。 
・教室終了後は自主グループ立ち上げ
や既存のグループへの参加を促しま
す 

シニアエクササ
イズ教室（運動
機能向上教室） 

保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 
    ● 

介護予防に関する講演会を実施し 
ます 

介護予防講演会 保険介護課 

（地域包括支援 

センター） 
    ● 

学校などと連携し、子どもに対してが 
んに関する知識の普及・啓発に努め 
ます 

ー 

教育総務課 
こども家庭 

センター 
（母子保健係） 

 ●    

学校で、定期健康診断結果を用いて 
具体例とともに保健学習を行い、正し 
い知識の普及・啓発を行います 

ー 
教育総務課 

岩出市内小中 

学校養護教諭 

 ● ● ●  

学校で喫煙防止教室を実施します 
ー 

教育総務課 

岩出市内小中 

学校養護教諭 

 ●    

学校で、薬物・アルコール予防教室を 
実施します ー 

教育総務課 
岩出市内小中 
学校養護教諭 

 ●    

  



 

 

【目標２】 定期的に検診・健診を受けて、自身の健康を管理する 

目標達成に向けた、【市民の取組】、【地域の取組】、【市が実施する取組（市内小中学校含む）】を次に記載

します。 

【市民の取組】 

取 組 内 容 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

日頃から体重や血圧を測ります   ● ● ● 

かかりつけ医やかかりつけ薬局をもちます ● ● ● ● ● 

１年に１回は検診・健診を受診します   ● ● ● 

保健指導が必要になった場合は必ず指導を受けます    ● ● 

年齢・性別に合わせて、各種がん検診を受けます   ● ● ● 

受診後に精密検査が必要と判定されたら検査を受けます   ● ● ● 

 

【地域の取組】 

  

活 動 内 容 実 施 主 体 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

地域などで声をかけ合い、検診・健診の受診勧奨を行い
ます 

ー  ● ● ● ● 

毎年１０月に「薬と健康の週間」と位置づけ、無料の健康相談

会を実施します 

那賀薬剤師会 
● ● ● ● ● 

かかりつけ薬局で、来局者の相談を日常的に受け、検診・健

診などの受診を促します 
那賀薬剤師会 

● ● ● ● ● 



 

【市が実施する取組（市内小中学校含む）】 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

がん検診・特定健康診査などの受診勧
奨を推進します ー 

保険介護課 

（国保関係） 

（健康推進係） 

  ● ● ● 

定期的に検診・健診を受診することの
重要性について普及・啓発を行います ー 

保険介護課 

（国保関係） 

（健康推進係） 

  ● ● ● 

特定健康診査の会場・日程など、受診
しやすい環境づくりに取り組みます ー 

保険介護課 

（国保関係） 
  ● ● ● 

・40歳から７４歳までの岩出市国民
健康保険加入者を対象とした、内臓
脂肪型肥満（メタボリックシンドロー
ム）に着目した生活習慣病予防のた
めの健康診査を行います 
・健診結果により健康の保持に努める
必要がある方に対し、生活習慣を改
善するための保健指導を実施します 

特定健診・特定
保健指導事業 

保険介護課 

（国保関係） 

 

   ● ● 

岩出市国民健康保険加入者の健康の 
保持増進と生活習慣病の早期発見・早 
期治療に資することを目的として実施 
します 

生活習慣病予防
健診事業（日帰
り人間ドック・脳
ドック） 

保険介護課 

（国保関係） 

 
  ● ● ● 

集団健診で要精密検査・要医療となっ 
た方で、医療機関の受診がない方に 
対し、受療勧奨を実施し、疾病の重症 
化予防を図ることを目的として実施し 
ます 

特定健診未受療
者勧奨事業 

保険介護課 

（国保関係） 

    ● ● 

日頃から体重・血圧の測定やかかりつ 
け医をもつ必要性について普及・啓発 
を行います 

ー 
保険介護課 

（国保関係） 

（健康推進係） 

  ● ● ● 

がん対策推進企業等連携協定の締結 
など、職域と連携したがん検診の受診 
勧奨を行います 

ー 
保険介護課 

（健康推進係）   ● ● ● 

個別がん検診（胃がん・肺がん・大腸が 
ん・乳がん・子宮頸がん）を実施します 

がん検診事業 保険介護課 

（健康推進係） 
  ● ● ● 

・高齢者の体力低下やフレイルを予防す
るため、体成分分析装置を用い、体の
部位別筋肉量などを測定し、自らの体
の状態を知ってもらう 
・筋力のバランスに応じた体操の指導 
を行い、運動の必要性を感じてもらう 

フレイル予防 
測定会 

保険介護課 

（後期高齢者 

医療担当）     ● 

 
 



 

活 動 内 容 事業名称 担当課 

乳
幼
児
期
（
０
歳
か
ら
５
歳
） 

学
童
・思
春
期
（
６
歳
か
ら
１９
歳
） 

青
年
期
（
２０
歳
か
ら
３９
歳
） 

壮
年
期
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
） 

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
） 

・学校で健康診断を実施します 
・検診前に検診を受ける必要性につい 
て、養護教諭から指導します 

ー 

教育総務課 

 ●    

学校で、定期健康診断結果を配付して 
治療を促すなど、健康の保持増進に努 
めます 

ー 

教育総務課 

● ●    

 

 

 

 

 

  



 

 

 

※より高い数値を目指します 

項目 現状値 
２０３５年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

がん検診受診率 

胃がん １５．８％ 

６０．０％ 
がん対策推進基本計

画の値より 

肺がん ２０．３％ 

大腸がん １８．２％ 

乳がん １７．４％ 

子宮頸がん １９．１％ 

特定健康診査受診率 ３５．３％ ４３．０％ 

岩出市国民健康保険

第２期データヘルス計

画の２０２９年度の目

標値３パーセント増加 

日頃健康に気をつけている※人の割合 

※「気をつけている」、「まあ気をつけている」の合計 
７８．０％ ８５．８％ 現状値から１割増加 

「節度ある適度な飲酒」の量を知っている

人の割合 
３７．４％ ５０．０％ 

岩出市自殺対策計画

の値より 

 

※より低い数値を目指します 

項目 現状値 
２０３５年度 

目標値 
目標値の設定根拠 

特定健診におけるＬＤＬコレス

テロール有所見者 

男性 ４８．２％ ３９．０％ 
２０２３年度の目標値

と同様 
女性 ５７．０％ ４８．０％ 

特定健診でＨｂＡ１ｃ有所見

者 

男性 ５１．５％ ４４．０％ 
２０２３年度の目標値

と同様 
女性 ４９．０％ ４１．０％ 

２０歳以上の喫煙率 

男性 １６．７％ １２．０％ 

厚生労働省 
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より 

女性 ７．２％ ５．０％ 現状値から３割減少 

 

数値目標 


